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12月定例会の内容をわかりやすくお伝えします。

令和６年３月１日発行 No.72

C ON T E N T S

あさひ議会だより

ぎ か い T I M E S

２月４日に開催された旭市飯岡しおさいマラソン大会では
４年ぶりにおもてなしが復活し、あいにくの天気の中でも
約２千人のランナーが参加し活気ある大会となりました。

潮風とともに走ろう



正副議長選挙
議長に飯嶋正利議員、副議長に遠藤保明議員を選出
　12月18日の令和５年第４回定例会閉会日に木内欽市議長と林晴道副議長から議長職及び副議長職の辞
職願が提出され、議会において辞職が許可されたことから、議長選挙及び副議長選挙が行われました。

議　

長

　  

飯い
い

嶋じ
ま 

正ま
さ

利と
し 

議
員

　
こ
の
た
び
私
た
ち
は
、
12
月
18
日
に
行
わ
れ

た
選
挙
に
お
い
て
、
多
く
の
議
員
よ
り
ご
推
挙

を
賜
り
、
議
長
並
び
に
副
議
長
の
要
職
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ

の
責
任
の
重
さ
に
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
等
、
地
方
自
治
体

を
取
り
巻
く
環
境
が
更
に
厳
し
さ
を
増
す
中
、

議
員
一
丸
と
な
っ
て
市
政
発
展
に
努
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
情
報
分
野
で
は
A
I
技
術
の
発
展
等

に
よ
り
、
産
業
・
経
済
・
社
会
が
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
旭
市
議
会
に
お
い
て
は
昨
年
９

月
定
例
会
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
議
会
運
営
の

高
度
化
・
効
率
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
と
し
て
、

市
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
す

と
と
も
に
、
希
望
に
満
ち
た
持
続
可
能
な
旭
市

と
な
る
よ
う
、
市
長
は
じ
め
執
行
部
と
共
に
緊

張
感
を
も
っ
て
切
磋
琢
磨
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

副
議
長

　
遠え

ん

藤ど
う 

保や
す

明あ
き 

議
員

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ
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12月
定例会

会期　11月29日～12月18日（20日間）

市長提出議案
●予算案件………３件
●条例案件………８件
●その他案件……５件
●人事案件………２件

　この定例会には、令和５年度各会計補正予算、条例の制定・一部改正、工事請負契約の締結、人事
案件など18議案が市長より提出され、いずれも原案のとおり可決・同意されました。

議 案 審 議

議案
第３号

旭
市
学
校
再
編
代
表
者
会
議

条
例
の
制
定

学
校
再
編
を
市
民
協
働
で
進
め
る
た
め
、

代
表
者
会
議
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る

　
旭
市
学
校
再
編
代
表
者
会
議
は
、
各
地
域
検

討
会
議
の
委
員
か
ら
推
薦
さ
れ
た
、
25
名
以
内

の
委
員
で
構
成
し
、
地
域
検
討
会
議
の
検
討
結

果
を
踏
ま
え
て
、
統
合
の
可
否
、
学
校
の
位
置
、

学
校
の
名
称
及
び
開
校
の
時
期
と
い
っ
た
、
基

本
的
な
内
容
を
審
議
す
る
予
定
。
概
ね
５
回
程

度
の
会
議
を
想
定
し
て
い
る
。

問
代
表
者
会
議
の
委
員
、
保
護
者
の
代
表
、

住
民
の
代
表
、
青
少
年
育
成
関
係
者
、
そ

の
他
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
者
と
は
ど

の
よ
う
な
人
な
の
か
。

答
保
護
者
の
代
表
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
等
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
、
地
域
住
民
の
代
表
は
区
長
さ
ん

方
、
青
少
年
育
成
関
係
者
は
青
少
年
相
談
員
、

そ
の
他
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
者
と
し

て
は
、
就
学
前
の
児
童
の
保
護
者
代
表
ま
た
は

学
校
評
議
員
、
学
校
運
営
協
議
会
委
員
の
方
々

を
予
定
し
て
い
る
。

問
代
表
者
会
議
に
至
ら
ず
、
地
域
検
討
会
議

の
段
階
で
終
わ
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

答
地
域
検
討
会
議
は
学
校
再
編
基
本
方
針
の

内
容
に
つ
い
て
、
こ
の
内
容
で
進
め
る
か

ど
う
か
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
踏
ま
え
て

意
見
を
伺
う
場
所
。
そ
の
中
で
基
本
方
針
と
反

対
の
意
見
が
出
た
場
合
で
も
、
基
本
的
に
は
代

表
者
会
議
を
開
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
の
意

見
を
持
ち
寄
り
、
共
有
し
答
申
を
出
す
。

議案
第４号

旭
市
出
張
所
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

飯
岡
出
張
所
を
い
い
お
か
ユ
ー
ト
ピ
ア

セ
ン
タ
ー
へ
移
管

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
旭
市
保
健
セ
ン

タ
ー
内
の
飯
岡
出
張
所
を
い
い
お
か
ユ
ー
ト
ピ

ア
セ
ン
タ
ー
内
に
移
す
た
め
、
出
張
所
の
位
置

を
定
め
る
規
定
を
改
め
る
。
業
務
内
容
に
つ
い

て
の
変
更
は
な
い
。

問
出
張
所
機
能
が
移
る
こ
と
で
休
業
日
や
営

業
時
間
に
変
更
は
あ
る
か
。

答
休
業
日
は
い
い
お
か
ユ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン

タ
ー
の
休
館
日
と
な
る
の
で
、
こ
れ
ま
で

と
は
変
更
に
な
る
。
休
業
日
は
月
曜
日
。
月
曜

日
が
祝
休
日
の
場
合
に
は
、
そ
の
翌
日
も
休
業

日
と
な
る
。
営
業
時
間
は
従
来
ど
お
り
９
時
か

ら
17
時
ま
で
。
こ
の
結
果
、
土
曜
日
、
日
曜
日

で
も
、
証
明
書
の
取
得
が
可
能
と
な
り
、
利
便

性
は
向
上
す
る
と
考
え
て
い
る
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
旭
市
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
は
行
く
が
、
い
い
お
か
ユ
ー
ト
ピ

ア
セ
ン
タ
ー
へ
は
行
か
な
い
。
移
管
し
た
場
合

の
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
何
か
考
え
は
あ
る
か
。

答
現
時
点
で
は
、
い
い
お
か
ユ
ー
ト
ピ
ア
セ

ン
タ
ー
へ
の
バ
ス
乗
り
入
れ
は
予
定
し
て

い
な
い
。
最
寄
り
の
バ
ス
停
を
利
用
し
て
も
ら

う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
今
後
、
利
用
者
か

ら
の
要
望
が
多
く
な
れ
ば
、
ル
ー
ト
の
変
更
等

も
検
討
し
た
い
。

学校の統合までには、多くの手続きが必要となります。下の図は、そのイメージを表したものです。
統合までに最短で約５年の期間を要することとなります。

統合までのロードマップ（イメージ図）

1
地域の意思決定
統廃合についての了承
• 保護者
• 地域住民
• 学校関係者　等

2
代表者会議

統合時期・学校名称・校歌
校章・スケジュール　等
• 統合する各学校の代表者
• 学校関係者　等

3
準備会

通学方法・学校用品
ＰＴＡ・記念式典　等

4

統 

合

１～２年 ２～３年

• 統合する各学校の代表者
• 学校関係者　等
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議案
第11号

旭
中
央
病
院
第
３
期
中
期
目
標

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

旭
中
央
病
院
が
達
成
す
べ
き
業
務
運
営

に
関
す
る
目
標
を
定
め
る

　
病
院
の
運
営
は
市
長
が
中
期
目
標
を
設
定
し
、

中
期
目
標
に
基
づ
い
て
病
院
が
中
期
計
画
を
定

め
て
事
業
が
行
わ
れ
る
。
令
和
６
年
３
月
31
日

で
第
２
期
中
期
目
標
期
間
が
満
了
と
な
る
た
め
、

今
後
４
年
間
の
経
営
の
指
針
と
な
る
中
期
目
標

を
定
め
る
。

問
遠
隔
病
理
診
断
科
診
療
所
を
開
設
し
た
理

由
は
。

答
旭
中
央
病
院
が
高
度
急
性
期
医
療
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
、
患
者
の
病
変
の
組

織
や
細
胞
を
観
察
し
診
断
す
る
病
理
専
門
医
が

欠
か
せ
な
い
。
し
か
し
、
病
理
専
門
医
は
専
門

医
師
の
１
％
程
度
と
少
な
く
、
し
か
も
都
市
部

に
集
中
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
か
ら
、
将
来
的

に
医
師
を
確
保
で
き
な
い
リ
ス
ク
に
備
え
る
た

め
、
令
和
３
年
６
月
に
東
京
都
文
京
区
に
お
い

て
遠
隔
で
の
病
理
画
像
診
断
体
制
を
整
備
し
た
。

問
基
幹
病
院
と
し
て
さ
ら
に
医
療
提
供
体
制

の
強
化
を
図
る
上
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
病
院
に
依
頼
す
る
考
え
か
。

答
広
域
基
幹
型
急
性
期
病
院
と
し
て
の
役
割

を
全
う
す
る
た
め
、
中
期
目
標
と
し
て
病

院
へ
提
示
す
る
も
の
な
の
で
、
中
期
目
標
全
体

が
病
院
へ
求
め
る
も
の
と
な
る
。

問
中
期
目
標
の
作
成
体
制
を
伺
う
。

答
旭
中
央
病
院
調
整
室
で
事
務
を
所
掌
し
て

お
り
、
市
職
員
で
作
成
し
て
い
る
。

問
病
院
関
係
の
詳
し
い
知
識
が
必
要
に
な
る

と
思
う
が
、
法
務
担
当
に
見
て
も
ら
う
等

行
っ
て
い
る
か
。

答
そ
れ
ほ
ど
病
院
関
係
に
詳
し
い
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
病
院
評
価
委
員
会
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
策
定
し
た
。
ま
た
、
調
整
室
の
み

で
作
成
を
し
た
の
で
、
法
務
担
当
に
は
見
せ
て

い
な
い
。

問
第
２
期
の
実
績
見
込
み
に
つ
い
て
、
達
成

度
を
伺
う
。

答
中
期
目
標
は
達
成
す
べ
き
業
務
運
営
に
対

す
る
指
示
な
の
で
、
目
標
に
関
す
る
実
績

は
な
い
が
、
第
２
期
中
期
計
画
の
実
績
見
込
み

評
価
に
つ
い
て
は
、
評
価
対
象
の
二
つ
の
大
項

目
「
地
域
住
民
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他

の
業
務
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す

る
た
め
と
る
べ
き
措
置
」
と
「
業
務
運
営
の
改

善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
措
置
」
い
ず
れ
も
Ｂ

評
価
「
予
定
ど
お
り
実
施
で
き
て
い
る
」
と

な
っ
て
い
る
。

議案
第12号

工
事
請
負
契
約
の
締
結（
海
上
・
飯
岡
統

合
消
防
分
署
庁
舎
建
設
工
事（
建
築
））

契
約
方
法　
総※

合
評
価
方
式
一
般
競
争
入
札

契
約
金
額　
６
億
5
7
8
0
万
円

相
手
方　
阿
部
建
設
株
式
会
社

問
補
足
説
明
で
は
３
者
か
ら
参
加
申
込
み
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
開
札
調
書
を
見

る
と
、
１
者
が
無
効
、
１
者
が
辞
退
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
、
無
効
と
辞
退
の
理
由
を
伺
う
。

答
無
効
に
つ
い
て
は
入
札
書
と
一
緒
に
提
出

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
、
入
札
金
額
の

内
訳
を
記
載
し
た
内
訳
書
に
不
備
が
あ
り
入
札

が
無
効
と
な
っ
た
。
辞
退
に
つ
い
て
は
入
札
の

受
付
期
間
中
に
本
人
か
ら
辞
退
の
届
出
が
さ
れ

た
。

議案
第18号

令
和
５
年
度
旭
市
一
般
会

計
補
正
予
算

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ
１
世
帯
当

た
り
７
万
円
を
支
給

　
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
う
ち
「
低
所

得
世
帯
支
援
枠
」
と
し
て
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
に
対
し
１
世
帯
当
た
り
７
万
円
の
給
付
金

を
支
給
。「
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
枠
」
と
し
て
、

低
所
得
世
帯
支
援
枠
で
対
象
と
な
ら
な
い
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
う
ち
被
扶
養
世
帯
に
対
し
、

１
世
帯
当
た
り
７
万
円
の
給
付
金
を
支
給
。

問
補
正
額
４
億
9
8
0
0
万
円
と
い
う
こ
と

だ
が
１
世
帯
当
た
り
７
万
円
で
、
経
費
な

ど
を
除
き
、
単
純
に
7
0
0
0
世
帯
分
と
い
う

こ
と
で
い
い
の
か
。

答
対
象
世
帯
に
つ
い
て
は
7
0
0
0
世
帯
で

想
定
し
て
い
る
。

４月から出張所業務を行う、いいおかユートピアセンター

病理診断科診療所における診断の様子

※�

総
合
評
価
方
式
一
般
競
争
入
札
…
解
説
は
16
ペ
ー
ジ
。
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常任委員会審査Ｑ＆Ａ
議案や請願・陳情を分野別に各委員会に振り分け、専門的に審査をします。審査後は、賛成・反対を決め、
本会議で報告します。

令和５年度旭市一般会計補正予算につ
いて（議案第１号）

Ｑ障害児通所等給付費の利用者数
はどのくらい増加する見込みなの

か、また、当初に増加を見込めなかっ
たのか。

Ａ当初、６種類あるサービスの合計
利用者数を412名と見込んでいた

が、今回の実績見込みは424名で12
名増の見込み。また、児童発達支援と
放課後等デイサービスの給付が見込み
より大きく増加したため。

工事請負契約の締結について（（仮称）
中央第二・ゆたか統合保育所建設工事
（建築））（議案第15号）

Ｑ今回の契約は建築工事一式となっ
ているが、電気設備や機械設備は

別に発注するのか。

Ａ電気設備や機械設備については別
に入札を実施している。電気設備

の落札金額は１億120万円、機械設備
については、本日開札を行っている。 審査結果

委員会付託の６議案について、議案第
15号は賛成多数で、その他議案は全
員賛成で原案のとおり可決。

統合校予定の古城小学校を視察

文教福祉常任委員会

委員会審査の様子

令和５年度旭市一般会計補正予算につ
いて（議案第１号）

Ｑ一般会計の給与部分について、
県人事委員会の委員長談話では

1.19％の引上げとなっているが、旭市
の場合は一般職のみでどのくらいとな
るのか。

Ａ一般職の給料表の改定率は1.3％
の増となっている。

旭市出張所設置条例の一部を改正する
条例の制定について（議案第４号）

Ｑ飯岡庁舎は消防分署として使って
いる部分以外は使用に耐えない

状態なのか、出張所をユートピアセン
ターに決定した経緯を伺う。

Ａ飯岡庁舎は耐震性がなく、飯岡分
署と海上分署の統合が済んだら解

体の予定。出張所業務は現在再任用職
員等が行っているが、お客様も少なく
人件費をかける必要があるのかという
問題もあり、一番近い公共施設である
ユートピアセンターに移し、ユートピ
アセンターの管理職員が出張所業務も
行うことを考えている。

審査結果
委員会付託の11議案について、議案第
11号、第12号は賛成多数で、その他
議案は全員賛成で原案のとおり可決。

総務常任委員会

「特定商取引法平成28年改正における
５年後見直しに基づく同法の抜本的改
正」を求める請願（請願第４号）
　１.訪問販売や電話勧誘販売につい
て、消費者があらかじめ拒絶の意思を
表明した場合には、勧誘してはならな
い制度とすること。及び事業者の登録
制を導入すること。
　２.ＳＮＳ等のインターネットを通じ
た通信販売の勧誘等につき、行政規制・

クーリングオフ等を認めること。及び
権利を侵害された者はＳＮＳ事業者等
に対し、相手方事業者等を特定する情
報の開示を請求できる制度を導入する
こと。
　３.連鎖販売取引について、国によ
る登録・確認等の開業規制を導入する
こと。及び規制を強化すること。
　上記３項目の法改正を行うよう国に
要望する請願。

審査結果
委員会付託の請願１件について、全員
賛成で閉会中の継続審査と決した。

建設経済常任委員会
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　自治法には「会期中に議決に至らなかった事件は、後会に継続しない」
とする、会期不継続の原則がありますが、継続審査はその例外に当たり
ます。会期中に結論が出ず、しかし会期延長をするほど緊急でもない場
合には、継続審査付託を会議で議決し、付託を受けた委員会が閉会中の
審査を行うことができます。
　今回の請願第４号も閉会中に委員会で審査を行い、令和６年第１回定
例会で採決される予定です。

議会マメ知識

「継続審査」とは

議案１　令和５年度旭市一般会計補正予算の議決について
議案２　�令和５年度旭市国民健康保険事業特別会計補正予

算の議決について
議案３　旭市学校再編代表者会議条例の制定について
議案４　�旭市出張所設置条例の一部を改正する条例の制定

について
議案６　�旭市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例の制定について
議案７　�旭市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を

改正する条例の制定について
議案８　�旭市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について
議案９　�旭市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の

制定について

議案10　�旭市社会体育施設の設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

議案13　�工事請負契約の締結について（海上・飯岡統合消
防分署庁舎建設工事（電気設備））

議案14　�工事請負契約の締結について（海上・飯岡統合消
防分署庁舎建設工事（機械設備））

議案16　�人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める
ことについて

議案17　�人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める
ことについて

議案18　�令和５年度旭市一般会計補正予算の議決について

全員賛成で議決した議案

議
案
番
号

件　
　
名

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
常
世
田
正
樹

伊
藤　
春
美

菅
谷　
道
晴

戸
村
ひ
と
み

伊
場　
哲
也

﨑
山　
華
英

永
井　
孝
佳

井
田　
　
孝

島
田　
　
恒

桐　
文
夫

遠
藤　
保
明

林　
　
晴
道

宮
内　
　
保

飯
嶋　
正
利

宮
澤　
芳
雄

伊
藤　
房
代

向
後　
悦
世

景
山
岩
三
郎

木
内　
欽
市

松
木
源
太
郎

 市　長　提　出　議　案

５ 旭市議会議員の議員報酬及び旅費等に関する
条例の一部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇

11 地方独立行政法人総合病院国保旭中央病院第
３期中期目標を定めることについて 可決 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 ×

12 工事請負契約の締結について（海上・飯岡統合
消防分署庁舎建設工事（建築）） 可決 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 ×

15 工事請負契約の締結について（（仮称）中央第
二・ゆたか統合保育所建設工事（建築）） 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 ×

 請　願

４
「特定商取引法平成28年改正における５年後
見直しに基づく同法の抜本的改正」を求める
請願

継続
審査 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇

○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　議＝議長
※議長は採決に加わりません。賛否が分かれた議案等と審議結果

令和５年第４回定例会 審議結果一覧
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反対　
永井孝佳議員
　人事院勧告は労働基本権が制約された一般職に対して
であり、議員には当てはまらない。その他に期末手当を
上げる明確な理由はなく、成り手不足解消等のために必
要だという声もあるが、旭市議会議員には、このように
すばらしい多種多様な議員が集まっており、それも問題
ないと思う。米本市長がおっしゃる選択と集中という言
葉を実行するには、何かを削ったり、我慢する必要があ
ると思う。その第一歩として、自らを削らなくてはなら
ないのではないかと考えており、今回、議員の期末手当
を上げる本議案に反対する。

〈議案第５号〉

反対　
松木源太郎議員
　中期目標の決定について、近隣市では独立行政法人を
どうするかということを市民に明らかにしている。とこ
ろが、旭市の場合は全く違う。議会で通って、次の議会
で病院が中期計画をつくれば、それで我々はやっていく
んだと、こういう考え方で進めている。こんな不十分な
報告と審議で、これから４年間の中期目標や中期計画を
作成し、同法人の事業をさせてはならないので反対する。

反対
戸村ひとみ議員
　反対の理由は、この中期目標が市民の意見が反映され
ていない目標だという点にある。本来ならば、市民の財
産とも言える旭中央病院が目指す目標については、作成
時に市民の意見を聞く場があってしかるべきで、市民の
意見を代弁する議員の意見も取り入れるべきだと私は考
える。そうでなければ、今期中に利用者である市民が感
じている様々な問題が、次期目標にその解決策として掲
げられることがない。問題が何かが明確に分からなけれ
ば、目標の立てようがないではないか。市民意見、議会
の意見を取り入れたものに作成し直すべきという理由で
反対する。

〈議案第11号〉

反対　
松木源太郎議員
　入札のあった２者は、議案第12号で無効と辞退の業者
であり、この２者を１か月もしない間に再度入札に入れ
る、これはおかしいのではないか。この議案を不採択に
し、再度入札をさせる必要があると思う。今回の入札は、
今後あってはならないような入札であるため反対する。

反対
戸村ひとみ議員
　反対の理由は１点、議案第12号で無効となった業者
が落札しているため。議案第12号の無効が妥当だった
のか審査されない限り、この議案第15号の落札が有効
と判断することができないため、反対する。

〈議案第15号〉

賛成
伊場哲也議員
　本請願は喫緊の課題であり、全国の消費生活センター
への消費生活相談が85万2000件。その半数以上が特定
商取引法の対象分野に関する相談。特定商取引法が確実
に消費者を守れる法律、ざる法にさせないための更なる
法整備の強化を図る必要がある。市民一人ひとりが安
全・安心に暮らせるまちであってこそ、旭が好きだと言
えるのではないか。国に市民の皆様方の声が届くような、
そういう対応をしてくれるということを願い、市民の切
なる喫緊の声であるということを理解いただき、本請願
を採択するようお願いする。

〈請願第４号〉

反対　
松木源太郎議員
　１者について入札書と内訳書の金額が相違していたた
め無効としたとのことだが、中身が不明のため入札の中
身について情報公開請求をした。また、もう１者について
も、なぜ辞退したのか、その理由をただすため、情報公
開請求をした。これらの事実が判明しないため、反対する。

反対
戸村ひとみ議員
　反対理由は１点、情報開示がされないため議案審査が
できる状態にない。３者の申込みがあった中で、１者は無
効、もう１者は辞退。無効とはどういうことか質疑したと
ころ、入札書と内訳書の金額に差異があったという答弁
だった。その差異は幾らだったのか。無効と判断したのは
誰か。数字を示してもらわなければ無効にしたことが妥
当だったのかどうか審査できない。情報が公開されなけ
れば、無効という市当局の判断の正当性が証明できない。
もう１者の辞退も同様であり、以上の理由により反対する。

〈議案第12号〉

討論とは、採決の前に議題となっている案件に対し、
議員が賛成か反対かの自己の意見を表明することです。

討 論
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一般質問
市政を問う！

第４回定例会

道
の
駅
季
楽
里
あ
さ
ひ
に
つ
い
て

問
運
営
改
善
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
現

状
を
伺
う
。

答
令
和
３
年
度
よ
り
き
ら
か
を
導

入
。
今
年
か
ら
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
と
コ
ー
ド
決
済
が
利
用
可
能
と

な
っ
た
。
た
だ
し
、
交
通
系
電
子
マ

ネ
ー
等
は
対
応
し
て
い
な
い
。
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
利
用

者
の
利
便
性
向
上
と
、
レ
ジ
担
当
の
作

業
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

問
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
計

画
を
伺
う
。

答
９
年
が
経
過
し
、
施
設
や
備
品

等
の
経
年
劣
化
が
目
に
付
く
箇

所
も
あ
る
。
指
定
管
理
者
と
連
携
し
、

必
要
な
修
繕
等
を
実
施
す
る
。

問
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
と
の
連
携
に
つ

い
て
、
こ
の
先
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
今
後
、
双
方
の
施
設
の
特
徴
を

う
ま
く
連
携
さ
せ
、
さ
ら
に
多

く
の
方
が
旭
市
を
訪
れ
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

東
総
広
域
農
道
に
つ
い
て

問
県
道
昇
格
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
検
討
経
過
を
伺
う
。

答
平
成
３
年
度
に
、
東
総
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
か
ら
県
に
対

し
県
道
昇
格
を
要
望
し
た
が
、
道
路
網

の
密
度
が
認
定
基
準
に
合
わ
な
い
等
の

理
由
に
よ
り
「
県
道
昇
格
は
困
難
」
と

の
回
答
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
平
成
６
年

度
に
も
関
係
市
町
か
ら
県
に
対
し
、
再

度
要
望
を
し
た
。
近
年
で
は
平
成
25
年

10
月
に
も
要
望
を
し
た
。

問
清
滝
バ
イ
パ
ス
の
供
用
開
始
に

伴
い
、
広
域
農
道
は
主
要
道
路

に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
県
の
管

理
と
な
ら
な
い
か
。

答
清
滝
バ
イ
パ
ス
供
用
開
始
後
の

交
通
量
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

県
道
昇
格
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問
成
田
空
港
の
機
能
拡
大
整
備
に

伴
っ
て
、
周
辺
地
域
の
雇
用
が

拡
大
す
る
と
千
葉
県
も
予
想
を
し
て
い

る
。
成
田
ま
で
の
交
通
網
の
整
備
に
つ

い
て
、
今
後
の
展
望
を
伺
う
。

答
地
域
生
産
物
の
流
通
輸
送
の
た

め
の
基
幹
道
路
と
し
て
、
東
総

広
域
農
道
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
交
通

量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
県
道
昇
格

に
つ
い
て
は
、
清
滝
バ
イ
パ
ス
の
供
用

開
始
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
再
度
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一般質問とは、本会議で議員が行う市政全般に関する質問です。旭市のさまざまな課題など
について、市の考えを聞き、説明を求めます。主な質問と答弁の要旨は次のとおりです。

島田 恒 議員
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公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

問
下
水
道
区
域
に
お
い
て
現
在
、

下
水
道
を
使
用
し
て
い
な
い
件

数
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
、
使
用
者
が

減
少
し
て
い
く
こ
と
に
対
し
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
る
の
か
。

答
令
和
４
年
度
末
時
点
で
休
止
し

て
い
る
件
数
は
１
１
６
件
、
全

体
の
７
・
５
％
。
区
域
内
の
下
水
道
未

接
続
者
に
対
し
て
は
、
戸
別
訪
問
や
チ

ラ
シ
の
配
布
に
よ
り
加
入
促
進
を
行
っ

て
い
る
。
空
き
家
や
駐
車
場
用
地
と

な
っ
て
下
水
道
を
使
用
し
て
い
な
い
箇

所
へ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
関
係
課
と

協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

問
下
水
道
事
業
の
収
益
だ
け
で
は

経
営
が
難
し
い
た
め
、
現
状
は

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
が
多
額
と
な
っ

て
い
る
。
将
来
を
考
え
る
と
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
れ
は
少
な
く
す
る
べ
き
だ
が
、

今
後
の
見
込
み
や
計
画
を
伺
う
。

答
今
年
度
に
施
設
の
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
見
直
し
、

令
和
６
年
度
に
経
営
戦
略
の
見
直
し
を

行
い
、
施
設
の
更
新
費
用
や
財
政
収
支

の
試
算
を
し
、
必
要
な
繰
入
額
を
算
出
。

効
率
的
な
施
設
の
維
持
管
理
に
よ
る
経

費
削
減
と
区
域
内
の
水
洗
化
率
向
上
の

た
め
加
入
促
進
を
行
い
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
の
抑
制
に
努
め
る
。

公
共
資
産
の
有
効
活
用
の
推
進
に
つ
い
て

問
旧
海
上
中
学
校
跡
地
の
利
活
用

に
つ
い
て
、
何
度
か
取
り
上
げ

て
き
た
が
、
協
議
の
進
捗
状
況
と
今
後

の
見
通
し
を
伺
う
。

答
三
つ
の
方
向
性
が
あ
り
、
一
つ

目
は
住
居
系
を
中
心
と
し
た
複

合
施
設
や
移
住
者
向
け
の
分
譲
地
と
し

て
の
活
用
。
二
つ
目
は
生
涯
活
躍
の
ま

ち
・
あ
さ
ひ
形
成
事
業
の
波
及
効
果
を

見
極
め
た
上
で
の
土
地
活
用
。
三
つ
目

は
学
校
再
編
計
画
に
お
け
る
統
合
学
校

の
候
補
地
と
し
て
の
活
用
。
現
在
こ
れ

ら
計
画
等
の
進
捗
を
見
極
め
て
い
る
。

問
有
効
活
用
で
き
る
土
地
が
あ
る

の
に
、
使
わ
れ
る
の
は
さ
ら
に

先
に
な
っ
て
し
ま
う
。
市
長
の
決
断
が

あ
れ
ば
事
業
は
一
歩
前
に
進
む
の
で
は

な
い
か
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
あ
さ
ひ
形

成
事
業
や
学
校
再
編
推
進
事
業

は
、
市
に
お
い
て
重
要
な
施
策
で
あ
る

の
で
、
こ
れ
ら
の
事
業
の
進
捗
を
見
極

め
て
慎
重
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

国
土
強
靭
化
に
つ
い
て

障
が
い
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

問
障
が
い
の
あ
る
方
の
雇
用
促
進

に
つ
い
て
八
日
市
場
特
別
支
援

学
校
で
は
生
徒
数
が
急
激
に
増
加
し
て

お
り
、
卒
業
後
の
就
職
先
が
不
足
し
て

い
る
。
障
が
い
の
あ
る
方
の
雇
用
に
つ

い
て
一
歩
踏
み
込
ん
だ
公
的
援
助
を
す

べ
き
と
思
う
が
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
地
方
公
共
団
体
は
、
率
先
し
て

障
が
い
の
あ
る
方
の
雇
用
を
進

め
る
べ
き
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
で

は
誰
も
が
生
き
生
き
と
自
立
し
た
生
活

を
送
れ
る
こ
と
や
真
の
豊
か
さ
を
実
感

で
き
る
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
各
種
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

問
他
自
治
体
と
比
較
し
て
福
祉
避

難
所
が
少
な
い
が
、
増
や
す
予

定
は
あ
る
か
。

答
福
祉
避
難
所
は
増
や
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
障
が
い
の
あ
る
方
の
受
け
入
れ

体
制
は
十
分
か
。
障
が
い
の
あ

る
方
と
家
族
が
安
心
し
て
避
難
で
き
る

福
祉
子
ど
も
避
難
所
を
開
設
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
受
け

入
れ
は
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
会
に

て
可
能
。
市
の
施
設
を
福
祉
子
ど
も
避

難
所
に
で
き
る
か
調
査
研
究
し
て
い
く
。

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

問
市
内
小
・
中
学
校
へ
の
フ
リ
ー

ナ
プ
キ
ン
設
置
に
つ
い
て
、
過

去
に
も
取
り
上
げ
た
が
、
そ
の
後
の
検

討
状
況
と
今
後
の
設
置
予
定
を
伺
う
。

答
家
庭
の
状
況
等
で
生
理
用
品
を

買
え
な
い
子
ど
も
の
た
め
に
も
、

ナ
プ
キ
ン
を
入
手
し
や
す
い
環
境
を
整

え
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

保
健
室
で
の
配
布
は
続
け
な
が
ら
、
多

様
な
配
置
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

問
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
、

指
導
員
を
希
望
す
る
市
職
員
の

残
業
を
無
く
し
、
指
導
に
あ
た
れ
る
よ

う
な
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
も
必
要
だ

と
思
う
が
市
長
の
考
え
を
問
う
。

答
市
職
員
や
退
職
し
た
教
職
員
等
、

地
域
の
人
材
を
積
極
的
に
活
用

し
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
が
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
・
芸
術
に
親
し
む
機
会

を
確
保
す
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
・
芸
術
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
の
た
め
教
育
委
員
会
と
連
携

し
、
協
議
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

井田 孝 議員

常世田 正樹 議員

ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。
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過
疎
対
策
に
つ
い
て

問
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
を
伺
う
。　
　
　
　
　

答
令
和
４
年
度
か
ら
ス
ト
ッ
プ
少

子
化
大
作
戦
と
し
て
、
移
住
・

定
住
か
ら
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
を
一

連
の
も
の
と
し
て
捉
え
、
様
々
な
事
業

を
一
体
的
、
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
た

切
れ
目
な
い
支
援
を
展
開
し
て
い
る
。

問
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
空
き
家

の
現
状
と
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
本
年
度
行
っ
て
い
る
空
家
等
実

態
調
査
は
ま
だ
結
果
が
出
て
い

な
い
の
で
、
平
成
30
年
の
実
態
調
査
で

は
、
市
内
の
空
き
家
等
は
１
１
２
９
件
。

そ
の
内
、
特
定
空
家
候
補
は
１
０
６
件
。

再
利
用
可
能
な
建
物
は
１
２
９
件
。
空

き
家
へ
の
取
り
組
み
は
旭
市
特
定
空
家

等
対
策
計
画
に
基
づ
き
、
空
き
家
の
改

修
、
除
却
の
補
助
事
業
や
苦
情
・
相
談

へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

過
疎
対
策
事
業
に
つ
い
て

問
過
疎
対
策
事
業
債
は
ど
う
い
っ
た

も
の
に
使
え
る
の
か
。

答
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
た
地
域

の
持
続
的
発
展
に
資
す
る
事
業

に
対
し
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

旭
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
に
位

置
付
け
る
必
要
が
あ
る
。

問
過
疎
債
は
何
年
ま
で
利
用
で
き

る
の
か
。
ま
た
、
過
疎
指
定
に

よ
っ
て
、
商
工
業
に
関
し
て
干
潟
地
域

へ
の
施
策
は
あ
る
か
。　
　
　
　
　

答
過
疎
債
の
期
限
は
令
和
13
年
３

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

干
潟
地
域
の
支
援
措
置
と
し
て
、
業
種

は
絞
ら
れ
る
が
３
年
間
固
定
資
産
税
を

免
除
す
る
奨
励
措
置
が
あ
る
。

問
干
潟
地
域
以
外
も
過
疎
地
域
に

指
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
。

答
一
部
過
疎
地
域
の
判
定
に
は
、

旧
市
町
村
単
位
の
人
口
と
現
市

町
村
の
財
政
力
に
関
す
る
要
件
が
あ
り
、

要
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
、
旧
干
潟
町
以

外
の
地
域
が
一
部
過
疎
と
し
て
指
定
さ

れ
る
可
能
性
は
あ
る
。

公
立
保
育
所
の
連
絡
ア
プ
リ
に
つ
い
て

問
保
育
所
と
保
護
者
と
の
連
絡
は
、

口
頭
に
頼
っ
て
い
る
部
分
が
あ

る
。
伝
え
漏
れ
等
が
な
い
連
絡
用
ア
プ

リ
導
入
に
つ
い
て
検
討
状
況
は
。

答
今
年
度
か
ら
複
数
の
業
者
か
ら

機
能
紹
介
等
の
説
明
を
受
け
て

い
る
。
保
育
士
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

保
護
者
に
と
っ
て
も
利
用
し
や
す
い
も

の
と
な
る
よ
う
協
議
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
つ
い
て

問
本
計
画
に
お
い
て
フ
ァ
ミ
リ
ー・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
は

令
和
６
年
度
開
始
予
定
と
し
て
い
る
が
、

今
年
度
の
検
討
状
況
は
。
ま
た
、
計
画

通
り
に
実
施
が
可
能
な
の
か
。

答
今
年
度
は
７
月
、
８
月
に
県
内

４
市
を
視
察
し
た
。
こ
れ
を
踏

ま
え
令
和
６
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て

実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

学
校
教
育
指
導
の
指
針
に
つ
い
て

問
昨
年
の
一
般
質
問
で
校
則
の
見

直
し
や
Ｈ
Ｐ
へ
の
公
開
を
提
案

し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
検
討
し
た
か
。

答
今
年
度
各
校
で
は
生
徒
総
会
等

に
よ
る
声
を
反
映
さ
せ
、
学
校

評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
保
護
者
の
意

見
を
参
考
に
す
る
等
、
校
則
の
見
直
し

を
進
め
て
い
る
。
学
校
Ｈ
Ｐ
へ
の
校
則

掲
載
に
つ
い
て
は
校
長
会
及
び
各
校
と

協
議
し
て
お
り
、
本
年
度
中
に
公
開
で

き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問
「
さ
せ
る
指
導
」
か
ら「
支
え
る

指
導
」
へ
と
生
徒
指
導
提
要
の

考
え
方
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
教
育
長

に
は
そ
れ
を
念
頭
に
入
れ
た
上
で
本
市

の
教
育
を
引
っ
張
っ
て
い
た
だ
け
る
の

か
。
教
育
長
の
考
え
を
問
う
。

答
こ
れ
ま
で
も
学
校
現
場
で
は
、

す
べ
て
の
教
育
活
動
に
お
い
て

児
童
・
生
徒
の
成
果
や
発
達
を
促
し
た

り
支
え
た
り
す
る
働
き
か
け
を
行
っ
て

き
た
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
が
意
図
的
で

あ
っ
た
か
、
計
画
的
に
行
っ
て
い
た
か

と
い
う
と
疑
問
も
若
干
残
っ
て
い
る
。

社
会
の
変
化
と
共
に
学
校
教
育
で
は
常

に
新
し
い
考
え
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
生
徒
指
導
も
同
様
と
考

え
る
。「
支
え
る
指
導
」
を
学
校
と
共

有
し
、
児
童
・
生
徒
が
自
発
的
か
つ
主

体
的
に
成
長
で
き
る
生
徒
指
導
を
推
進

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
市
へ
の

通
報
機
能
に
つ
い
て

﨑山 華英 議員

菅谷 道晴 議員

過疎地域指定の干潟地域
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ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

問
イ
ノ
シ
シ
の
出
没
が
増
え
て
い

る
が
農
業
被
害
の
状
況
と
補
助

金（
資
材
費
の
50
％
助
成
、
上
限
10
万

円
）を
使
っ
て
の
電
気
柵
設
置
状
況
は
。

答
市
が
把
握
し
て
い
る
イ
ノ
シ
シ

に
よ
る
農
業
被
害
額
は
直
近
３

年
間
で
約
２
０
０
万
円
。
電
気
柵
設
置

状
況
は
海
上
地
区
２
か
所
、
飯
岡
地
区

38
か
所
、
干
潟
地
区
１
か
所
。
柵
延
長

は
全
体
で
14
㎞
。

問
イ
ノ
シ
シ
の
駆
除
は
行
っ
て
い

る
か
。
ま
た
そ
の
数
は
。

答
駆
除
業
務
は
銚
海
猟
友
会
に
委

託
し
て
い
る
。
駆
除
実
績
は
直

近
３
年
間
で
28
頭
。

問
猟
友
会
の
担
い
手
不
足
に
対
す

る
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

答
わ
な
猟
免
許
の
新
規
取
得
に
要

す
る
初
心
者
狩
猟
講
習
会
受
講

料
や
狩
猟
免
許
試
験
の
申
請
費
用
に
対

す
る
補
助
が
あ
る
。

学
校
再
編
に
つ
い
て

問
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
基
本
方

針
以
外
の
選
択
肢
は
ど
の
段
階

ま
で
存
在
す
る
の
か
。
最
終
的
に
ど
こ

で
決
定
す
る
か
。

答
代
表
者
会
議
で
決
定
す
る
。
仮

に
そ
の
中
で
基
本
方
針
と
異
な

る
結
論
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
あ
ら
た

め
て
再
編
内
容
の
再
検
討
を
行
う
。

問
Ｈ
Ｐ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
、
会

議
資
料
や
会
議
録
の
学
校
名
、

地
域
名
が
伏
せ
ら
れ
て
い
る
理
由
は
。

答
検
討
段
階
で
資
料
を
全
て
公
開

す
る
と
、
議
論
を
進
め
て
い
く

う
え
で
、
円
滑
な
議
事
運
営
に
影
響
が

で
る
と
考
え
一
部
資
料
を
非
公
開
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
会
議
録
を
確
認
す
る

と
検
討
段
階
の
資
料
が
策
定
委
員
会
で

決
定
し
た
も
の
と
し
て
独
り
歩
き
し
て

し
ま
う
事
や
委
員
が
嫌
が
ら
せ
を
受
け

る
と
い
う
事
を
危
惧
す
る
記
述
も
あ
り
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
一
部
非

公
開
と
し
た
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

住
み
よ
い
住
環
境
の
確
保
に
つ
い
て

問
秋
田
川
の
護
岸
工
事
に
つ
い
て
、

仁
玉
川
の
護
岸
も
崩
れ
て
い
る

が
進
捗
の
違
い
は
あ
る
の
か
。

答
秋
田
川
は
令
和
２
年
度
に
県
が

機
能
診
断
の
実
施
と
機
能
保
全

計
画
の
策
定
を
行
っ
た
。
今
後
は
、
令

和
６
年
度
中
の
事
業
化
を
目
指
し
、
法

手
続
き
を
進
め
る
予
定
。
仁
玉
川
は
令

和
３
年
度
に
機
能
診
断
の
実
施
と
機
能

保
全
計
画
の
策
定
を
行
い
、
県
営
事
業

の
申
請
に
向
け
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
順
番
通
り
に
両
事
業

と
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

問
仁
玉
川
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
、

１
期
工
事
の
際
に
当
時
の
市
長

に
本
当
に
農
業
予
算
で
い
い
の
か
と
い

う
提
言
を
行
っ
た
が
、
２
期
工
事
に
つ

い
て
も
農
業
予
算
で
い
く
の
か
。

答
昭
和
46
年
か
ら
51
年
に
国
営
の

県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
が
行

わ
れ
た
。
そ
う
い
っ
た
流
れ
も
あ
り
１

期
工
事
を
始
め
る
と
き
に
仁
玉
川
は
一

つ
な
の
で
、
１
期
、
２
期
と
分
か
れ
て

い
る
が
、
全
河
川
に
つ
い
て
は
農
業
予

算
で
整
備
す
る
と
方
針
が
つ
い
た
。

駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て

問
旧
市
民
会
館
跡
地
の
活
用
方
法

に
つ
い
て
、
県
等
と
ど
の
よ
う

な
協
議
が
行
わ
れ
た
の
か
。

答
旧
市
民
会
館
の
土
地
は
県
と
貸

付
契
約
を
締
結
し
、
借
用
し
て

い
た
。
契
約
で
は
「
旭
市
民
会
館
の
た

め
に
使
用
す
る
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ

「
建
物
を
解
体
し
て
新
た
に
建
物
を
建

築
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
条
項
も

あ
り
、
本
年
３
月
を
も
っ
て
返
還
し
た
。

問
建
物
は
も
う
建
て
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
こ
れ
に
対
し
て
県
と

の
や
り
取
り
は
何
も
な
か
っ
た
の
か
。

答
県
か
ら
市
へ
の
跡
地
活
用
に
つ

い
て
の
打
診
は
な
か
っ
た
。

問
旭
駅
前
の
整
備
に
つ
い
て
、
駅

舎
や
駅
前
駐
車
場
等
の
整
備
を

今
後
す
る
つ
も
り
は
あ
る
の
か
。

答
Ｊ
Ｒ
に
今
後
の
駅
舎
整
備
に
つ

い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
現
時
点

で
は
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
な
整

備
予
定
は
な
い
と
の
こ
と
。
駅
前
駐
車

場
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
が
朝
夕

送
迎
時
に
混
雑
す
る
状
況
で
あ
る
こ
と

は
把
握
し
て
い
る
が
、
送
迎
車
の
た
め

の
一
時
駐
車
場
の
整
備
計
画
は
な
い
。

路
面
表
示
が
薄
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も

混
雑
の
要
因
と
考
え
、
薄
く
な
っ
た
部

分
の
補
修
を
検
討
し
て
い
く
。

永井 孝佳 議員

飯嶋 正利 議員
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帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

問
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助
成
の
全

国
及
び
近
隣
の
状
況
を
伺
う
。

答
11
月
６
日
現
在
の
助
成
状
況
は

全
国
１
７
１
８
市
区
町
村
中
３

２
６
市
区
町
村
。
県
内
で
は
９
市
町
村

が
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

問
旭
市
も
市
民
の
健
康
を
考
え
、

早
期
の
助
成
を
開
始
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
市
で
は
令
和
６
年
度
か
ら
接
種

費
用
の
助
成
が
開
始
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
る
。
対
象
は
年
齢

50
歳
以
上
の
方
で
、
助
成
額
は
接
種
費

用
の
２
分
の
１
と
し
、
生
ワ
ク
チ
ン
は

上
限
４
千
円
で
１
回
、
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
は
上
限
１
万
円
で
２
回
ま
で
の
助
成

を
考
え
て
い
る
。

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

ワ
ク
チ
ン
公
費
助
成
に
つ
い
て

問
男
性
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
、
女
性
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
減

少
に
期
待
が
で
き
る
と
日
本
産
婦
人
科

学
会
が
推
奨
し
て
い
る
。
女
子
生
徒
同

様
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
は
で

き
な
い
か
伺
う
。

答
県
内
で
接
種
助
成
を
行
っ
て
い

る
の
は
い
す
み
市
の
み
。
全
国

で
も
多
く
の
自
治
体
が
未
実
施
。
男
性

の
接
種
の
重
要
性
は
理
解
し
て
い
る
が

任
意
接
種
で
あ
り
、
ま
ず
は
定
期
接
種

の
女
性
の
接
種
率
向
上
に
努
め
た
い
。

問
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
対
象

者
が
積
極
的
勧
奨
を
控
え
て
い

た
９
年
間（
平
成
26
年
度
〜
令
和
３
年

度
）の
間
に
自
己
負
担
で
接
種
を
受
け

た
場
合
の
対
応
は
。

答
償
還
払
い
制
度
で
対
応
し
て
い

る
。
健
康
づ
く
り
課
に
接
種
し

た
こ
と
が
わ
か
る
領
収
書
や
母
子
健
康

手
帳
、
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た
接
種

済
み
証
明
書
等
を
持
参
し
、
手
続
き
を

行
う
こ
と
で
、
自
己
負
担
し
た
接
種
費

用
が
償
還
さ
れ
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
に
つ
い
て

第
４
次
行
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

問
令
和
４
年
度
の
財
政
効
果
額
３

億
９
７
０
４
万
円
の
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
①
市
債
権
の
収
入
未
済
額
の
縮

減
１
億
５
１
４
８
万
円
。
②
そ

の
他
自
主
財
源
の
拡
大
１
億
７
８
８
９

万
円
。
③
一
般
行
政
経
費
の
抑
制
６
６

６
７
万
円
。

問
市
債
権
の
収
入
未
済
額
の
縮
減

に
向
け
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
た
の
か
伺
う
。

答
徴
収
対
策
会
議
、
債
権
管
理
研

修
会
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
、

コ
ン
ビ
ニ
納
付
、
ス
マ
ホ
決
済
等
の
取

り
組
み
に
よ
り
収
納
率
向
上
と
滞
納
額

減
少
と
い
っ
た
効
果
が
表
れ
て
い
る
。

教
育
委
員
会
の
事
務
の
管
理
及
び
学
校
教

育
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
執
行
に
か
か
る
点
検
・
評
価
に

関
す
る
学
識
経
験
者
か
ら
の
意

見
や
要
望
に
対
し
て
ど
う
対
応
し
て
い

る
か
伺
う
。

答
即
時
、
教
育
委
員
会
内
の
各
課

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
対
応

し
て
い
る
。
検
討
を
要
す
る
事
項
は
現

状
を
確
認
し
、
次
年
度
以
降
の
課
題
と

し
て
い
る
。

問
学
校
給
食
費
完
全
無
償
化
に
踏

み
切
れ
る
の
か
。
厳
し
い
財
政

状
況
、
教
育
委
員
会
の
意
見
を
伺
う
。

答
給
食
費
の
無
償
化
を
実
施
す
る

場
合
、
新
規
事
業
の
取
り
や
め

や
事
業
拡
大
の
抑
制
、
マ
イ
ナ
ス
シ
ー

リ
ン
グ
の
実
施
に
よ
る
財
源
確
保
、
健

全
な
財
政
運
営
が
必
須
。
他
市
の
実
施

状
況
、
財
政
規
模
、
本
市
で
の
財
政
負

担
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
無
償
化

拡
充
に
向
け
協
議
を
進
め
て
い
る
。

人
と
組
織
の
育
成
戦
略
に
つ
い
て

問
管
理
職
の
バ
ラ
ン
ス
と
市
政
の

活
性
化
を
図
る
上
で
、
女
性
の

課
長
を
も
っ
と
登
用
す
べ
き
と
考
え
る

が
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
職
員
人
事
は
性
別
に
か
か
わ
ら

ず
適
材
適
所
を
重
点
。
現
在
、

女
性
課
長
は
子
育
て
支
援
課
長
の
み
。

女
性
の
課
長
職
登
用
を
念
頭
に
置
き
な

が
ら
適
切
な
人
員
配
置
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

公
共
施
設
の
個
別
事
業
計
画
及
び
各

種
進
捗
状
況
に
つ
い
て

◦�

活
性
化
を
図
る
た
め
の
市
政
運
営
に

つ
い
て

伊藤 春美 議員

伊場 哲也 議員
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ＱＲコードを読み取ると、質問した議員の録画映像がご覧いただけます。

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

問
低
所
得
世
帯
へ
の
７
万
円
の
追

加
給
付
に
つ
い
て
、
今
後
の
予

定
を
伺
う
。

答
年
内
に
予
算
化
す
る
よ
う
国
か

ら
通
知
が
あ
り
、
本
日
補
正
予

算
を
提
案
し
た
。

問
生
活
者
へ
の
物
価
高
騰
に
よ
る

負
担
軽
減
対
策
、
医
療
、
介
護
、

保
育
施
設
、
学
校
施
設
等
に
対
す
る
支

援
策
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
策
及
び
子

育
て
世
帯
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
重
点
支
援
地
方
交
付
金
で
、
生

活
者
や
事
業
者
を
支
援
す
る
た

め
の
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
が
示
さ
れ
て

い
る
。
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
事
業
を
行
う
こ
と
が
最
も
適
当
で

あ
る
か
、
現
在
検
討
し
て
い
る
。

電
気
自
動
車
に
つ
い
て

問
電
気
自
動
車
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

と
し
て
、
市
役
所
駐
車
場
に
電

気
自
動
車
の
急
速
充
電
設
備
の
設
置
は

で
き
な
い
か
。

答
充
電
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
複
数
の
目
標
達
成
に

関
わ
る
も
の
で
あ
り
「
豊
か
な
旭
を
次

世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
」
と
い
う
ま
ち

づ
く
り
の
方
針
に
も
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
。
急
速
充
電
設
備
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

問
市
で
は
何
台
の
電
気
自
動
車
が

公
用
車
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る

の
か
伺
う
。

答
公
用
車
に
電
気
自
動
車
は
１
台

も
な
い
が
、
政
府
が
導
入
を
目

指
し
て
い
る
電
動
車
４
種
類（
電
気
自

動
車
、
燃
料
電
気
自
動
車
、
プ
ラ
グ
イ

ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
自
動
車
）の
う
ち
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
自
動
車
を
23
台
所
有
し
て
い
る
。

問
今
後
、
公
用
車
に
電
気
自
動
車

を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
公
用
車
の
更
新
の
際
に
は
、
市

場
の
普
及
状
況
や
充
電
設
備
の

整
備
状
況
を
注
視
し
、
公
用
車
の
使
用

用
途
に
も
よ
る
が
、
補
助
金
や
有
利
な

起
債
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
一
定
程

度
は
導
入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

に
つ
い
て

◦�

高
齢
者
向
け
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教

室
に
つ
い
て

旭
の
農
業
の
未
来
と
可
能
性
に
つ
い
て

問
学
校
教
育
と
農
業
の
連
携
に
つ

い
て
、
予
算
編
成
時
の
今
、
改

め
て
学
校
給
食
完
全
無
償
化
に
向
け
た

取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

答
他
市
の
実
施
状
況
や
本
市
で
の

財
政
負
担
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
給
食
費
無
償
化
の
拡
充
に
向

け
て
、
協
議
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問
有
機
農
業
の
推
進
に
つ
い
て
、

国
で
は
２
０
５
０
年
ま
で
に

25
％
有
機
農
業
と
い
う
高
い
目
標
を
掲

げ
て
い
る
が
、
旭
市
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
か
。

答
市
で
は
有
機
農
業
の
環
境
負
荷

低
減
効
果
等
の
周
知
、
情
報
発

信
、
手
続
き
案
内
等
を
行
っ
て
い
る
。

問
外
国
人
観
光
客
誘
致
に
つ
い
て
、

旭
の
持
て
る
観
光
資
源
、
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
が
外
国
人
誘
致
に
生
か
さ
れ

て
い
な
い
と
感
じ
る
。
本
市
の
地
域
資

源
で
あ
る
農
業
や
食
を
生
か
し
た
イ※

ン

バ
ウ
ン
ド
へ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答 

市
Ｈ
Ｐ
は
外
国
語
表
記
に
変
換

で
き
る
の
で
外
国
人
の
方
も
観

光
情
報
に
つ
い
て
閲
覧
で
き
る
。

問
千
葉
県
は
東
日
本
大
震
災
以
降

停
滞
し
て
い
た
農
林
水
産
物
の

輸
出
拡
大
と
、
県
内
観
光
周
遊
に
よ
る

イ※

ン
バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
を
目
指
し
て
い

る
が
、
県
の
農
畜
産
を
支
え
て
い
る
本

市
の
、
農
畜
産
物
の
輸
出
拡
大
に
つ
い

て
、
県
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
県
で
は
輸
出
相
談
会
の
開
催
や

輸
出
に
興
味
の
あ
る
事
業
者
等

へ
の
情
報
提
供
等
を
行
っ
て
い
る
。
市

も
こ
れ
ら
と
連
携
し
、
事
業
者
等
へ
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
千
葉
県
生
誕
１
５
０
周
年
記
念

事
業
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
か
。

答
大
原
幽
学
記
念
館
特
別
展
と

「
ぽ
る
ぽ
ろ
」
の
２
事
業
を
実
施
。

問
子
ど
も
た
ち
の
才
能
を
伸
ば
し
、

夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
具

体
的
な
目
標
を
立
て
る
等
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
サ
ポ
ー
ト
が
教
育
に
関
わ
る
大
人

た
ち
の
責
任
だ
と
思
う
。
芸
術
文
化
の

振
興
に
つ
い
て
、
学
校
教
育
に
お
け
る

取
り
組
み
、
特
に
子
ど
も
た
ち
の
才
能

を
伸
ば
す
教
育
に
つ
い
て
伺
う
。

答
芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
創

出
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
等

の
支
援
を
し
て
い
る
。

伊藤 房代 議員

戸村 ひとみ 議員

※�
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
…
解
説
は
16
ペ
ー
ジ
。
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仁
玉
川
の
改
修
事
業
に
つ
い
て

問
仁
玉
川
下
流
部
分
の
護
岸
の
崩

壊
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
計
画
し
て
い
る
か
。

答
下
流
部
分
で
柵
渠
が
崩
壊
し
、

特
に
損
傷
の
激
し
い
箇
所
は
、

管
理
者
の
大
利
根
土
地
改
良
区
が
応
急

措
置
と
し
て
大
型
土
の
う
を
設
置
す
る
。

問
仁
玉
川
下
流
部
分
の
第
２
期
工

事
見
込
み
は
。

答
早
け
れ
ば
令
和
６
年
度
に
下
流

部
分
の
事
業
計
画
概
要
書
を
作

成
す
る
予
定
。

問
早
急
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
た

い
が
、
市
の
見
解
は
。

答
早
急
に
第
２
期
工
事
に
至
る
よ

う
、
進
め
て
い
き
た
い
。

問
新
川
に
つ
な
が
る
最
下
流
部
の

７
８
０
ｍ
の
土
塁
が
崩
れ
て
い

る
。
市
が
独
自
に
で
も
早
急
に
工
事
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
市
民
の
安
全
・
安
心
を
こ
れ
か

ら
も
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
県
や
大
利
根
土
地
改
良
区
と

も
相
談
し
な
が
ら
、
早
急
に
改
善
す
る
。

消
防
団
の
活
動
へ
の
援
助
の
方
法
に
つ
い
て

問
令
和
４
年
度
で
消
防
団
員
が
市

民
か
ら
直
接
、
活
動
費
を
頂
く

こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
区
や

自
治
会
を
通
し
て
消
防
団
へ
寄
附
が
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
を
市
の
費
用
で

充
填
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
消
防
団
の
活
動
費
に
つ
い
て
は
、

消
防
協
力
費
等
の
名
目
で
地
域

貢
献
活
動
に
対
し
て
の
協
力
費
と
し
て

頂
い
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て
の

計
画
並
び
に
検
討
結
果
に
つ
い
て

問
市
長
の
答
弁
を
聞
い
て
い
る
と

「
国
が
や
る
ま
で
待
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」
と
見
え
る
が
ど
う
か
。

答
国
が
や
る
べ
き
と
い
う
の
は
確

か
に
そ
う
だ
が
、
考
え
の
基
は

「
生
ま
れ
た
市
町
村
に
よ
っ
て
違
っ
て

は
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と
。
段
階
を

踏
み
つ
つ
無
償
化
に
進
ん
で
い
き
た
い
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
改
善
計
画
に
つ
い
て

問
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
改
善
計

画
を
伺
う
。

答
令
和
６
年
度
か
ら
要
望
の
多

か
っ
た
区
域
外
運
行
に
つ
い
て
、

医
療
機
関
を
乗
降
場
所
と
す
る
場
合
は

可
能
と
し
、
区
域
外
運
行
用
に
車
両
を

１
台
増
車
す
る
予
定
。

松木源太郎 議員

市議会と聞くと議員全員が集まる本会議をイメージする人が多いのでは!? でも市議会には少人数で
専門的な議論をする委員会という場もあります

市民のくらしに身近なコトを話し合う場、
それが委員会です。

市長をはじめ各課長から、提案さ
れた議案の補足説明が行われま
す。説明した日からおよそ３日後
に開かれる本会議では、議員から
議案に対する質疑が行われます。

本会議

市の仕事はとても広い範囲にわた
るので、議案を分野ごとに各委員
会に委託します。
委託後は各委員会で審査して、結
論を出します。

委員会

各委員会の委員長が審査結果を報
告します。その報告をもとに話し
合い議案に賛成か反対かを、多数
決で決めます。

本会議（最終日）

委託 報告

分野別に！少人数で！専門的に！

あさひ議会だより　第72号 14



委員会の構成メンバーが替わりました
　旭市議会では常任委員の任期を２年としているため、任期満了に伴い委員会の構成員が替わりました。
　また、議会運営委員会と議会だより編集委員会の構成も変わりました。

各常任委員会の所管

秘書広報課、行政改革推進課、総務課、企画政策課、
財政課、税務課、市民生活課、会計課、議会事務局、
選挙管理委員会、監査委員、固定資産評価審査委員会、
消防本部、他の委員会の所管しない事項

総務常任委員会

環境課、保険年金課、健康づくり課、社会福祉課、子
育て支援課、高齢者福祉課、教育委員会

文教福祉常任委員会

商工観光課、農水産課、建設課、都市整備課、上下水
道課、農業委員会

建設経済常任委員会

総務常任委員会

前列左側より、木内欽市委員、景山岩三郎委員長、 﨑山華英
副委員長、伊藤房代委員
後列左側より、遠藤保明委員、林晴道委員、菅谷道晴委員

前列左側より、向後悦世委員、片桐文夫委員長、永井孝佳副
委員長、宮澤芳雄委員
後列左側より、井田孝委員、戸村ひとみ委員

建設経済常任委員会

文教福祉常任委員会

前列左側より、松木源太郎委員、島田恒委員長、伊藤春美副
委員長、宮内保委員
後列左側より、伊場哲也委員、飯嶋正利委員、常世田正樹委員

前列左側より、景山岩三郎委員、林晴道委員長、片桐文夫副
委員長、宮内保委員
後列左側より、井田孝委員、島田恒委員

議会運営委員会

左側より、﨑山華英委員、島田恒委員長、常世田正樹副委員
長、戸村ひとみ委員

議会だより編集委員会
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編
集
後
記

月定例会の予定

いずれも10時から開催予定です。
日程は変更となる場合もありますので、ホーム
ページ等でご確認ください。

あさピーが解説

気になるあの用
・ ・

語
本紙で気になった
用語を解説するよ！

※�あさひ議会だよりは、グリーン購入法に基づく基本方針の判断基準を満たす用紙、誰にでも読
みやすいUD（ユニバーサルデザイン）フォント、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

日 月 火 水 木 金 土
2/25 26 27 28

開会

29   3/1 2

3 4

議案質疑

5 6

一般質問

7

一般質問

8

一般質問
（予備日）

9

10 11 12

建設経済
常任委員会

13

文教福祉
常任委員会

14

総務
常任委員会

15 16

17 18 19

閉会

20 21 22 23

（２月28日～３月19日）３

　
年
が
明
け
て
新
年
を
祝
う
間
も

な
く
、
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、

日
を
追
う
ご
と
に
被
害
の
甚
大
さ

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
多

数
の
死
者
・
行
方
不
明
者
、
子
ど

も
た
ち
が
犠
牲
に
な
っ
た
報
道
に

大
変
心
が
痛
み
ま
す
。
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
翌
日
に
は
日
航
機
の
衝
突
事
故
。

痛
ま
し
い
事
故
で
は
あ
り
ま
す
が
、

乗
客
全
員
が
無
事
脱
出
で
き
た
こ

と
に
、
世
界
か
ら
称
賛
の
声
も
上

が
っ
て
い
ま
す
。乗
客
の
命
を
守
っ

た
的
確
な
判
断
、
迅
速
な
行
動
、

そ
し
て
普
段
の
訓
練
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
の
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
本
市
も
東
日
本
大
震
災
か
ら
13

年
が
経
過
す
る
中
、
改
め
て
普
段

か
ら
の
備
え
、
訓
練
を
見
直
し
て

ゆ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
能

登
の
子
ど
も
た
ち
に
も
穏
や
か
な

日
々
と
、
暖
か
な
春
が
訪
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
　
　
（
委
員
長　
　
島
田　
恒
）

Ｑ総合評価方式一般競争入札ってな～に？

Ａ公共工事の品質確保を目的として、価格のみで評
価する通常の一般競争入札と異なり、施工品質や

安全性等、価格以外の要素と価格とを総合的に評価し、
落札者を決定する方式。旭市
では令和元年度から導入してい
る。
　対象となるのは、設計額１億
円以上の工事で「旭市建設工事
等入札参加資格委員会」が選定
したもの。

掲載は４ページ

旭
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長　
　
島
田　
　
恒

副
委
員
長　
常
世
田
正
樹

委　
員　
　
﨑
山　
華
英

委　
員　
　
戸
村
ひ
と
み

　本会議は誰でも傍聴できますので、希望される方は、
市役所４階の議会事務局までお越しください。親子傍聴
席も設置していますので、お子様連れの方でも気兼ねな
く傍聴できます。

議会を傍聴しませんか

　本会議は、インターネットで生中継と録画配信（過去５
年分）を行っています。パソコンのほか、スマートフォン
やタブレット端末でも視聴できます。ぜひご覧ください。

議会中継をご覧ください

Ｑインバウンドってな～に？

Ａインバウンド（inbound）は「内側」を意味する接
頭辞「in」と「～行き」を意味する「bound」から成

り立つ複合語で、「内向き、外から中に入ってくる」と
いう意味の英単語。
　観光業界ではインバウンドツーリスト（inbound 
tourist）「日本にやっ
てくる外国人観光客」
を指す言葉として使
われている。

掲載は13ページ

みんな
分かったかな！
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